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今月の練習予定 
10月の予定です。（施設が使えることを前提としたスケジュールです。） 

音の祭典 
2026年11月8日　八幡市文化センター大ホール　12:30開場　13:00開演 
演目：風がきらめく時、大草原の歌 
打楽器搬入　　　　09:00予定 
リハーサル時間　　11:15予定 
出演時間（予定）　15:25予定 

楽器の搬出入や集合時間を記載した詳しい時間は、後日改めて配布します。 

月 練習日 合奏の時間 曲目
10 15 19:00～ 河毛先生の合奏

22 19:00～ 音の祭典の練習

29 19:00～ 河毛先生の合奏

11 5 19:00～ 河毛先生の合奏

8 音の祭典本番

12 19:00～
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多忙のあまり、9月号を飛ばしてしまいました。申し訳ありません。

楽器の調整と下属調整

GENERAL PAUSE
TOPICS 今月の練習予定



GENERAL PAUSE 2026.10(NO.149） 発行：2026年10月11日

管楽器の調整と下属調 
 
　管楽器を吹いていて、ずっと気になっていたことがあります。それは、管楽器
には、C管、F管、B♭管、E♭管など、さまざまな調性の楽器があります。ふと
下属調の表を見ている時に、管楽器の調整がこの下属調に沿っていたいたので、
調べてみました。 
　実はこれらの調には、音楽理論上の面白い関係があります。 
　下属調とは、C-durから完全4度上（完全5度下）に進むと、F-dur、B♭-
dur、E♭-durと調が変わっていきます。それを下属調と言います。 
　では、なぜ管楽器にはこれらの調が多いのでしょうか。一説によると、昔の金
管楽器はバルブがなく、自然倍音を中心に演奏するため、曲の調に応じて楽器や
替え管を使い分けていました。その後、バルブや木管楽器のキー機構が発達し、
半音階の演奏が容易になりました。 
　楽器ごとに異なる音域や音色、運指上の特性や演奏習慣などを背景に、現在の
調性が定着していきました。 
　偶然とはいえ、代表的な管楽器の調性が五度圏上で隣り合っているのは興味深
いことですね。 

編集後記 
　次号が150号です。
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